
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

離離
婚婚
とと

養養
育育
費費

４
日
に
開
幕
し
た
北
京
冬

季
五
輪
だ
が
、
韓
国
は
大
会

１１
日（
１４
日
）現
在
、
金
１
、

銀
３
、
銅
１
個
の
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
、
総
合
１５
位
と
な
っ

て
い
る
。韓
国
は
今
大
会
で
、

金
メ
ダ
ル
１
～
２
個
、
１５
位

以
内
を
目
標
に
し
て
い
た

が
、
何
と
か
ク
リ
ア
し
そ
う

だ
。今

大
会
、
韓
国
勢

初
の

金
メ
ダ
ル
は
や
は
り
お
家
芸

の
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
だ
っ

た
。
第
６
日
の
９
日
、
シ
ョ

ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
男
子
１
５
０

０
メ
ー
ト
ル
の
決
勝
で
、
黄

大
憲
が
２
分
９
秒
２
１
９
で

今
大
会
韓
国
勢
初
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。

黄
は
序
盤
、
後
方
で
レ
ー

ス
を
進
め
た
が
、
残
り
９
周

を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
一
気
に

先
頭
に
立
ち
、
一
度
も
譲
ら

ず
に
逃
げ
切
っ
た
。

韓
国
の
お
家
芸
と
言
わ
れ

る
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
は
、

序
盤
に
行
わ
れ
た
種
目
で
、

地
元
中
国
に
有
利
な
疑
惑
の

判
定
続
出
で
韓
国
勢
の
選
手

た
ち
に
も
犠
牲
が
出
た
。
こ

の
中
で
黄
は
７
日
に
行
わ
れ

た
男
子
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル

準
決
勝
で
１
組
１
位
で
ゴ
ー

ル
し
た
が
、
不
可
解
な
判
定

で
失
格
と
な
り
、
決
勝
進
出

は
な
ら
な
か
っ
た
。
１
５
０

０
の
レ
ー
ス
で
は
、
こ
の
悔

し
さ
を
晴
ら
す
よ
う
な
滑
走

を
見
せ
た
。

黄
は
２
０
１
８
年
の
平
昌

五
輪
の
男
子
５
０
０
メ
ー
ト

ル
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て

お
り
、
２
大
会
連
続
の
メ
ダ

リ
ス
ト
と
な
っ
た
。

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
は
こ

の
ほ
か
に
も
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
。

ま
ず
１１
日
、
女
子
１
０
０

０
メ
ー
ト
ル
の
決
勝
で
崔
�

禎
が
１
分
２８
秒
４
４
３
で
２

位
と
な
り
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
崔
は
平
昌
大
会
で

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
と
３
０

０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
た
。

１３
日
に
は
女
子
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
決
勝
で
金

雅
朗
、
崔
�
禎
、
李
有
彬
、

徐
輝
旻
が
呼
吸
を
合
わ
せ
た

４
分
０３
秒
６
２
７
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
。
金
メ
ダ
ル

は
４
分
０３
秒
４
０
９
の
五
輪

新
記
録
を
塗
り
替
え
た
オ
ラ

ン
ダ
。

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル

で
優
勝
し
た
黄
大
憲

３０００メー
トルリレーで銀メダルの韓国女子チーム

２
・
８
独
立
宣
言
第
１
０

３
周
年
記
念
式
が
８
日
、
在

日
本
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
（
鄭
順

葉
理
事
長
）
で
開
か
れ
た
。

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
関
係
で
招
待
者
を
３０
人
程

度
に
制
限
し
た
。
あ
わ
せ
て

ラ
イ
ブ
中
継
に
よ
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
と
し
た
。

鄭
理
事
長
は
開
会
辞
で

「
祖
国
独
立
の
た
め
に
献
身

し
た
愛
国
先
輩
烈
士
の
方
々

に
あ
ら
た
め
て
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
硬
直
し
た
韓
日
関

係
が
未
来
志
向
的
な
協
力
関

係
へ
と
速
や
か
に
回
復
し
、

次
世
代
が
明
る
い
未
来
に
向

か
え
る
よ
う
共
に
歩
ん
で
い

こ
う
」
と
述
べ
た
。

韓
国
政
府
を
代
表
し
て
国

家
報
勲
処
の
李
南
雨
次
長
は

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し

て
、
「
自
主
独
立
の
夢
を
託

し
た
２
・
８
独
立
宣
言
の
精

神
を
振
り
返
り
、
我
々
が
直

面
し
て
い
る
危
機
と
挑
戦
を

克
服
し
、
よ
り
良
い
未
来
へ

と
進
む
大
切
な
契
機
と
な
る

こ
と
を
願
う
」と
強
調
し
た
。

姜
昌
一
駐
日
韓
国
大
使
も

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
学

徒
義
勇
軍
を
は
じ
め
、
経
済

発
展
、
ソ
ウ
ル
五
輪
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
金
融
危
機
、
そ
し
て

近

の
コ
ロ
ナ
危
機
に
至
る
ま

で
、
祖
国
の
重
要
な
時
期
ご

と
に
在
日
同
胞
が
示
し
た
愛

国
心
と
祖
国
に
対
す
る
寄
与

の
中
に
は
、
２
・
８
当
時
の

先
輩
方
の
崇
高
な
精
神
が
継

承
さ
れ
て
い
る
を
感
じ
る
」

と
し
な
が
ら
、
「
こ
う
し
た

先
輩
方
の
崇
高
な
愛
国
精
神

が
無
駄
に
な
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
子
孫
の
た
め
に
よ
り

良
い
韓
日
関
係
構
築
へ
努
力

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も

共
生
と
協
力
を
追
求
し
、
在

日
同
胞
の
生
活
を
困
難
に
し

て
い
る
様
々
な
懸
案
に
継
続

的
か
つ
根
気
よ
く
取
り
組

む
」
と
述
べ
た
。

在
日
韓
国
留
学
生
連
合
会

の
尹
竣
泳
会
長
が
２
・
８
独

立
宣
言
を
朗
読
し
た
後
、
民

団
中
央
本
部
の
呂
健
二
団
長

（
鄭
夢
周
副
団
長
代
読
）
が

「
在
日
韓
国
人
は
、
韓
日
の

懸
け
橋
の
役
割
が
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
自
負
し
、
今

後
も
韓
日
の
新
時
代
を
志
向

し
て
、
新
時
代
を
担
う
次
世

代
の
育
成
の
た
め
に
尽
力
す

る
こ
と
を
誓
う
」と
示
し
た
。

後
に
、
在
日
韓
国
青
年

会
中
央
本
部
の
鄭
昇
栄
会
長

に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
っ
た
。

招
待
者
を
３０
人
に
制
限
し
て

開
い
た
記
念
式
典

◆
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト

韓
国
の
今
大
会
第
１
号
の

メ
ダ
ル
は
８
日
に
行
わ
れ

た
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
だ

っ
た
。
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル

男
子
の
金
敏
錫
だ
。
１
分
４４

秒
２４
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。
平
昌
大
会
同
種
目
の
銅

メ
ダ
リ
ス
ト
で
、
２
大
会
連

続
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
っ

た
。１２

日
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
の
男
子
５
０
０
メ
ー

ト
ル
で
車

奎
が
３４
秒
３９
で

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
平

昌
大
会
に
続
い
て
同
種
目
で

２
大
会
連
続
の
銀
メ
ダ
ル
獲

得
だ
。

◆
５
位
と
大
健
闘

フ
ィ
ギ
ュ
ア
車
俊
煥

メ
ダ
ル
こ
そ
届
か
な
か
っ

た
が
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
男
子
個
人
で
車
俊
煥
が
２

８
２
・
３８
点
（
シ
ョ
ー
ト
�

９９
・
５１
、
フ
リ
ー
�
１
８
２
・

８７
）を
出
し
、５
位
と
大
健
闘

し
、
こ
の
種
目
で
韓
国
勢
と

し
て
は
初
め
て
入
賞
し
た
。

車
は
先
月
の
四
大
陸
選
手

権
で
韓
国
男
子
勢
と
し
て
初

優
勝
を
飾
っ
た
。
日
本
の
羽

生
結
弦
と
同
門
で
ブ
ラ
イ
ア

ン
・
オ
ー
サ
ー
・
コ
ー
チ
に

師
事
し
て
い
る
。
１６
歳
で
初

出
場
し
た
前
大
会
の
１８
年
平

昌
五
輪
で
は
韓
国
男
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
と
し
て
は
過
去

高

の
順
位
と
な
る
１５
位
と
健
闘

し
世
界
舞
台
に
台
頭
。
今
大

会
は
、
８
日
の
Ｓ
Ｐ
で
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
９９
・
５１

点
を
マ
ー
ク
。
２０
歳
が
大
舞

台
で
成
長
を
示
し
た
。

大
会
は
終
盤
に
入
り
、
韓

国
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
は
シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

の
２
種
目
と
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
男
女
マ
ス
ス
タ
ー

ト
、
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
、
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
女
子
な

ど
だ
。

３
月
９
日
に
投
開
票
さ
れ
る
第

２０
代
韓
国
大
統
領
選
の
立
候
補
登

録
が
１３
、
１４
の
両
日
行
わ
れ
、
革

新
系
与
党
「
共
に
民
主
党
」
の
李

在
明
前
京
畿
道
知
事
、
保
守
系

大
野
党
「
国
民
の
力
」
の
尹
錫
悦

前
検
事
総
長
、
中
道
系
野
党
「
国

民
の
党
」
の
安
哲
秀
代
表
、
革
新

系
野
党
「
正
義
党
」
の
沈
相
奵
元

代
表
ら
主
要
政
党
の
候
補
が
候
補

者
登
録
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
選
挙
運
動
が
１５

日
か
ら
始
ま
っ
た
。
選
挙
運
動
期

間
は
３
月
８
日
ま
で
の
２２
日
間
。

運
動
期
間
中
は
車
両
や
拡
声
装
置

を
使
っ
た
演
説
・
対
談
、
垂
れ
幕

の
設
置
な
ど
が
可
能
と
な
る
。

事
実
上
、
李
氏
と
尹
氏
の
一
騎

打
ち
と
見
ら
れ
、
大
接
戦
を
展
開

し
て
い
る
中
、
各
候
補
は
２２
日

間
、
総
力
戦
を
繰
り
広
げ
る
見
通

し
だ
。

１４
日
に
締
め
切
っ
た
立
候
補
登

録
は

終
的
に
１４
人
と
な
っ
た
。

在
外
選
挙
投
票
は
２３
日
か
ら
２８

日
ま
で
の
６
日
間
（
追
加
投
票
所

は
２５
～
２７
日
ま
で
の
３
日
間
）
、

日
本
は
韓
国
大
使
館
を
は
じ
め
各

都
市
の
韓
国
総
領
事
館
管
内
の
１９

カ
所
に
設
置
さ
れ
る
投
票
所
で
行

わ
れ
る
。

投
票
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

コロナ禍でひっそりと卒業式
新型コロナウイ

ルス「まんえん防
止」の中、各地の
民族学校高校の卒
業式は来賓や保護
者、在校生の入場
を制限してのひっ

そりとした式典となった。 （３面）

絵本セラピーは心の処方箋
日本に来日してから絵本セラピストの資格を

取得し、韓国文化院をはじめ、民団や地域の図
書館などで活動している金ボナさんが語る。

（４面）

スピードスケート５００メー
トルで

銀メダルの車 奎

セ
ン
バ
ツ
応
援

募
金
呼
び
か
け

京
都
国
際
高

２
年
連
続
の
セ
ン
バ
ツ
甲

子
園
出
場
と
な
っ
た
京
都
国

際
高
校
（
李
隆
男
理
事
長
、

朴
慶
洙
校
長
）
で
は
「
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
支
援
や
お
力

が
生
徒
た
ち
を
支
え
ま
す
。

何
卒
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
、
支
援

・
応
援
す
る
募
金
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

民
族
学
校
で
も
あ
る
京
都

国
際
高
校
は
昨
年
の
春
・
夏

に
続
い
て
３
季
連
続
の
甲
子

園
と
な
る
。
特
に
、
昨
年
夏

は
ベ
ス
ト
４
と
い
う
快
進
撃

を
見
せ
た
。

募
金
は
１
口
５
０
０
０

円
。
詳
細
は
同
校
の
特
設
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

完全オンラインで行われた東京韓国学校高等部
卒業式

Ｑ

夫
と
離
婚
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
現
在
、
夫
と
別
居

中
で
す
。
長
男
（
高
２
）
、

二
男
（
中
１
）
、
長
女
（
小

４
）
が
私
と
一
緒
に
生
活
し

て
い
ま
す
。
離
婚
が
成
立
し

た
後
は
、
私
が
子
ど
も
全
員

の
親
権
者
と
し
て
養
育
す
る

予
定
で
す
。
し
か
し
、
夫
が

離
婚
に
納
得
し
て
お
ら
ず
、

協
議
離
婚
で
は
成
立
し
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

離
婚
調
停
を
申
し
立
て
る
予

定
で
す
。

私
の
収
入
は
パ
ー
ト
収
入

以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
別
居

中
は
貯
蓄
を
切
り
崩
し
な
が

ら
生
活
し
て
い
ま
す
。今
後
、

夫
か
ら
生
活
費
を
支
援
し
て

も
ら
う
こ
と
は
法
律
上
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ち
な

み
に
、
私
の
年
収
は
約
１
２

０
万
円
で
、
夫
の
年
収
は
約

６
０
０
万
円
で
す
。

Ａ

◆
婚
姻
費
用
分
担
請
求
調
停

の
申
立

今
後
、
離
婚
調
停
を
申
し

立
て
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
と
同
時
ま
た
は
離

婚
調
停
に
先
立
っ
て
、
婚
姻

費
用
分
担
調
停
を
申
し
立
て

ま
し
ょ
う
。婚
姻
費
用
と
は
、

法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
で
分
担
す
る
家
族
の
生
活

費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

夫
婦
が
婚
姻
関
係
に
あ
れ

ば
、
夫
婦
の
負
担
能
力
（
収

入
の
大
小
等
）
に
応
じ
て
、

法
律
上
互
い
に
生
活
を
助
け

合
う
義
務
（
扶
養
義
務
）
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
別
居
中
で

あ
っ
て
も
、
婚
姻

費
用
と
し
て
生
活

費
を
分
担
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

◆
婚
姻
費
用
の
金

額
と
期
間

そ
れ
で
は
、
婚

姻
費
用
の
金
額
は

月
額
い
く
ら
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。

婚
姻
費
用
の
金
額

は
、
年
収
の
大
小

や
子
供
の
人
数
な

ど
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。
相
談
者

の
婚
姻
費
用
の
金

額
を
計
算
す
る

と
、
月
額
約
１４
万

３
０
０
０
円
と
な

り
ま
す
。

先
述
し
た
と
お
り
、
婚
姻

費
用
は
婚
姻
関
係
に
あ
る
夫

婦
で
分
担
す
る
家
族
の
生
活

費
で
あ
る
た
め
、
離
婚
し
た

場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
支
払

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
離
婚
後
は

子
ど
も
た
ち
の
養
育
費
を
支

払
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

養
育
費
に
つ
い
て
は
離
婚

調
停
に
付
随
し
て
申
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か

ら
、
離
婚
調
停
を
申
し
立
て

る
際
に
、
併
せ
て
申
し
立
て

ま
し
ょ
う
。

◆
養
育
費
の
金
額

養
育
費
と
は
、
子
ど
も
の

監
護
や
教
育
の
た
め
に
必
要

な
費
用
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
一
般
的
に
は
、
子
ど
も

が
経
済
的
・
社
会
的
に
自
立

す
る
ま
で
に
要
す
る
費
用
を

意
味
し
、
衣
食
住
に
必
要
な

経
費
、
教
育
費
、
医
療
費
な

ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

相
談
者
の
子
３
名
の
養
育
費

の
合
計
額
は
月
額
約
１１
万
３

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◆
養
育
費
の
期
間

養
育
費
の
支
払
い
は
、
子

ど
も
が
経
済
的
・
社
会
的
に

自
立
す
る
ま
で
で
す
の
で
、

一
般
的
に
は
成
人
す
る
２０
歳

ま
で
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
、
４
年
制
大

学
に
進
学
を
予
定
す
る
場
合

に
は
、
社
会
的
に
自
立
す
る

の
が
２２
歳
以
降
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
調
停
で
は
、

「
２２
歳
に
な
っ
た
後
の

初

の
３
月
が
到
来
す
る
時
ま

で
」
と
い
う
よ
う
に
支
払
終

期
を
定
め
て
、
大
学
を
卒
業

す
る
ま
で
は
養
育
費
を
支
払

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

婚
姻
費
用
と
養
育
費
が
未

払
い
の
場
合
は
強
制
執
行
を

し
て
、
未
払
の
婚
姻
費
用
や

養
育
費
を
取
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
離
婚
前
に
、
相

手
方
が
利
用
し
て
い
た
金
融

機
関
や
、
証
券
会
社
、
保
険

会
社
、
そ
し
て
相
手
方
の
勤

務
先
等
の
情
報
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
、
ス
ム
ー
ズ
に

婚
姻
費
用
や
養
育
費
を
差
し

押
さ
え
る
た
め
に
は
重
要
で

す
。

各
地
の
民
族
学
校
高
等
部

で
卒
業
式
が
続
い
た
が
、
東

京
韓
国
学
校
（
呉
公
太
理
事

長
、
鄭
會
澤
校
長
）
は
、
５

日
、
第
６４
回
高
等
部
卒
業
式

を
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
卒

業
生
１
０
７
人
は
自
宅
で
待

機
。
式
の
模
様
は
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ

た
。中

継
会
場
の
体
育
館
に
鄭

會
澤
校
長
が
登
壇
。
当
日
会

場
で
参
加
予
定
だ
っ
た
１
０

７
人
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の

名
前
を
呼
び
、
画
面
越
し
に

そ
れ
ぞ
れ
卒
業
証
書
を
授
与

し
た
。

鄭
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
道
を
進
み
ま
す

が
、
一
人
ひ
と
り
特
別
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に

自
分
ら
し
く
前
へ
進
ん
で
い

っ
て
く
だ
さ
い
。
疲
れ
た
時

に
は
Ｔ
Ｋ
Ｓ
高
等
部
の
こ
と

を
振
り
返
っ
て
一
休
み
し
、

ま
た
前
へ
進
む
準
備
を
し
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

（
関
連
記
事
３
面
）

弁
護
士

呉
国
峰

在 日 同 胞 法 律 相 談

Ｑ＆Ａ �３４�

期間は子が自立するまで

コ
ロ
ナ
禍

ハ
イ
ブ
リ
�
ド
形
式
で

�
未未
来来
志志
向向
のの
韓韓
日日
懸懸
けけ
橋橋
にに
�

２２・・８８独独立立宣宣言言 １１００３３周周年年記記念念式式北京五輪

お

家

芸

の

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク

女
子
も
銀
２
個

黄黄
大大
憲憲

韓韓
国国
勢勢
初初
のの
金金

金
敏
錫

車

奎

２
大
会
連
続
メ
ダ
ル

東京韓国学校高等部

画画面面越越しし
卒卒業業証証書書

完全オンラインで式

韓韓
国国
大大
統統
領領
選選
スス
タタ
�
トト

候
補
者
登
録

締

め

切

る

在
外
投
票
は
２３
日
か
ら

（毎週水曜日発行）週 刊２０２２年２月１６日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第３００６号（１）
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◆韓服を仕事服、学校制服に

韓国伝統衣装

の韓服をアレン

ジした仕事服と

学校制服の展示

会が９日から文

化駅ソウル２８４

（旧ソウル駅舎）で始まった�写真。

文化体育観光部と韓国工芸・デザイ

ン文化振興院が伝統衣装の韓服を日

常的に着用してもらう取り組みの一

環として企画。韓国的なイメージを

アピールし、観光・宿泊業の従事者

らの着用を想定した韓服の仕事服３０

点と、学校制服１５点を展示している。

◆サッカー韓国女子が初の準優勝

６日、インド

のナビムンバイ

で行われたサッ

カーの女子アジ

ア・カップの決

勝で韓国は中国

に２―３で逆転負けし、初優勝を逃

した�写真。韓国は前半にチェ・ユ

リとエースの池笑然のＰＫゴールで

２点をリードしたが、後半に失点を

重ね逆転負けした。１９７５年に始まっ

たアジア・カップに韓国は９１年に初

出場。これまで４度準決勝に進出し

たが、決勝進出を果たしたのは今回

が初めてだった。

◆「愛の不時着」共演同士で結婚

俳優ヒョンビン

さんと女優ソン・

イェジンさんが来

月結婚する�写

真。ヒョンビンさ

んの所属事務所が

発表した。２人はドラマ「愛の不時

着」で共演したことをきっかけに２０

２０年３月から本格的に交際を開始。

２年の交際期間を経てめでたくゴー

ルインとなった。

◆国際特許出願２年連続で世界４位

世界知的所有権機関（ＷＩＰＯ）に

対する韓国企業の２０２１年国際特許出

願が２０２０年比３．２％増となる２万６７８

件を記録し、２年連続世界４位を占

めた。韓国の前年度比国際特許出願

増加率は上位５カ国（中国、米国、

日本、韓国、ドイツ）のうち最も高

い比率（３．２％）だった。全世界国

際特許出願数は２７万７５００件で中国の

６万９５４０件が３年連続で世界１位。

◆李相花、小平奈緒に解説席で涙

李相

花は１３

日、Ｋ

ＢＳ解

説委員

として

ライバ

ルであ

り友人でもある小平奈緒のレースを

中継中、小平がリードされる姿を見

せると、「諦めないで。最後まで行

け」と涙を流しながら応援した�写

真。レース後、インタビューに応じ

た小平は「サンファはどこにいるの」

と尋ね、韓国語で「サンファ、元気

だった？会いたかったよ」と声を詰

まらせていた。

韓
国
語
を
母
語
と
し
な
い

首
都
圏
の
中
高
生
を
対
象
と

し
た
「
話
し
て
み
よ
う
韓
国

語
」
東
京
・
中
高
校
生
大
会

２
０
２
２（
同
実
行
委
員
会
、

駐
日
韓
国
文
化
院
主
催
）
が

５
日
、
東
京
・
新
宿
の
駐
日

韓
国
文
化
院
で
開
催
さ
れ

た
。
今
年
が
節
目
と
な
る
２０

回
目
。
参
加
者
は
累
計
で
２

１
０
０
人
ほ
ど
を
数
え
、
韓

国
語
学
習
者
の
す
そ
野
の
広

が
り
を
感
じ
さ
せ
る
結
果
と

な
っ
た
。

◇

大
会
は
２
０
０
３
年
、
東

京
で
ス
タ
ー
ト
。
当
初
の
応

募
者
は
３０
人
だ
っ
た
。
そ
の

後
、希
望
者
が
増
え
た
た
め
、

０９
年
か
ら
中
高
校
生
大
会
と

学
生
・
一
般
大
会
に
区
分
し

た
。
開
催
都
市
は
東
京
か
ら

地
方
に
広
が
り
、
い
ま
や
青

森
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
７
都

市
で
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
続

い
て
い
る
。

開
催
部
門
は
韓
国
語
学
習

初
心
者
が
２
人
一
組
に
な

り
、
決
め
ら
れ
た
台
本
を
も

と
に
最
後
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
部

分
を
挿
入
し
て
締
め
る
「
ス

キ
ッ
ト
部
門
」
と
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
の

な
か
か
ら
一
つ
を
選
ぶ
「
ス

ピ
ー
チ
部
門
」
の
２
つ
。
東

京
・
中
高
生
大
会
ス
キ
ッ
ト

部
門
に
は
５４
組
１
０
８
人
の

応
募
が
あ
り
、
２４
組
４８
人
が

発
表
の
舞
台
に
上
が
っ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
キ
ム

チ
に
合
う
食
べ
物
」
。
学
校

の
お
昼
休
み
、
韓
国
人
ク
ラ

ス
メ
ー
ト
の
弁
当
に
手
作
り

の
キ
ム
チ
が
入
っ
て
い
る
の

を
見
つ
け
た
日
本
人
学
生
が

作
り
方
に
興
味
を
持
ち
、
韓

国
人
学
生
の
家
を
訪
ね
る
と

い
う
設
定
。
日
本
人
学
生
が

キ
ム
チ
と
食
べ
た
ら
合
う
と

思
っ
て
持
っ
て
き
た
も
の
が

そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚

本
と
な
る
。
実
際
に
登
場
し

た
の
は
納
豆
や
ア
ボ
ガ
ド
、

ケ
ー
キ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
い

っ
た
以
外
な
組
み
合
わ
せ
ば

か
り
だ
っ
た
。

ス
キ
ッ
ト
部
門
に
先
立
つ

ス
ピ
ー
チ
部
門
で
は
１２
人
が

登
壇
、
５
分
の
発
表
時
間
内

で「
電
車
」、「
空
港
」、「
海
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
発
表
し

た
。審

査
委
員
を
務
め
た
東
海

大
学
語
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の

金
�
秀
専
任
講
師
は
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
韓
国
語
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
称
え
な
が
ら
、

「
実
践
し
て
み
る
こ
と
が
大

事
。
最
後
は
自
分
の
言
葉
に

な
る
」
と
激
励
し
た
。

ス
キ
ッ
ト
部
門
「
最
優
秀

賞
」
は
千
葉
県
立
松
戸
国
際

高
校
３
年
の
小
川
果
歩
さ
ん

と
河
田
陽
菜
さ
ん
の
カ
ッ
プ

ル
に
。
同
じ
く
ス
ピ
ー
チ
部

門
は
中
村
至
恩
さ
ん
（
加
藤

学
園
暁
秀
高
校
２
年
）
が
受

賞
。
そ
れ
ぞ
れ
「
話
し
て
み

よ
う
韓
国
語
」
高
校
生
全
国

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し

た
。
副
賞
と
し
て
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
が
贈
ら
れ
た
。

韓
国
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
最
大
手
、
現
代
自
動
車
が

５
月
か
ら
日
本
で
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
水
素
燃
料

電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
を
販
売
す
る
予
定
だ
。
同
社
が
日

本
の
乗
用
車
市
場
に
進
出
す
る
の
は
１２
年
ぶ
り
２
度

目
。
デ
ィ
ラ
ー
網
は
持
た
な
い
。
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

で
体
験
し
て
も
ら
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
で
購
入
し
て

も
ら
う
新
た
な
販
売
モ
デ
ル
で
捲
土
重
来
（
け
ん
ど
ち

ょ
う
ら
い
）
を
期
し
て
い
る
。
日
本
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
電
動
車
の
世
界
販
売
拡
大
を
め
ざ
す
。

２０２１年発売の電気自動車「アイオニック５」

台本にアドリブを入れて演技するスキット部門

現
代
自
動
車

日
本
に
導
入
す
る
の
は
多

目
的
ス
ポ
ー
ツ
車（
Ｓ
Ｕ
Ｖ
）

の
Ｅ
Ｖ
「
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
（
ア

イ
オ
ニ
ッ
ク
）
５
」
と
Ｆ
Ｃ

Ｖ
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｏ
（
ネ
ッ
ソ
）」

の
２
車
種
。
８
日
、
東
京
・

渋
谷
区
の
キ
ャ
ス
ト
／
Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
と
同
・
港
区
の
六

本
木
ヒ
ル
ズ
／
大
屋
根
広
場

で
同
時
に
お
披
露
目
さ
れ

た
。「

ア
イ
オ
ニ
ッ
ク
５
」
は

２１
年
に
発
売
し
た
４
輪
駆
動

エ
コ
カ
ー
。
独
創
的
な
フ
ロ

ン
ト
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
だ
。

通
り
が
か
っ
た
市
民
は
「
い

い
顔
」
と
印
象
を
語
っ
た
。

試
乗
は
か
な
わ
な
か
っ
た

が
、
運
転
席
に
座
っ
て
感
触

を
確
か
め
て
い
た
。

サ
イ
ド
の
ド
ア
ハ
ン
ド
ル

は
駐
車
と
走
行
時
は
内
部
に

格
納
さ
れ
、
す
っ
き
り
し
た

印
象
を
与
え
て
く
れ
る
。
タ

イ
ヤ
は
専
用
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン

製
。
先
行
車
が
急
に
減
速
し

た
り
、
前
方
に
停
車
中
の
車

や
歩
行
者
が
い
る
な
ど
の
状

況
を
検
知
す
る
と
警
告
が
鳴

り
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
を

ア
シ
ス
ト
し
て
く
れ
る
。
イ

ン
テ
リ
ア
に
は
エ
コ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
素
材
を
活
用
し
た
。

販
売
価
格
は
４
７
９
万
円
か

ら
。「

ネ
ッ
ソ
」
は
１８
年
に
販

売
。
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
水
素
で
走
行
し
、
水

だ
け
を
輩
出
す
る
「
究
極
を

目
指
し
た
エ
コ
カ
ー
」
で
、

「
未
来
の
自
動
車
技
術
を
か

た
ち
に
」
を
開
発
思
想
と
し

た
。
最
高
時
速
１
７
９
�
。

航
続
距
離
は
１
回
５
分
の
充

て
ん
で
８
２
０
�
ま
で
の
走

行
が
可
能
だ
と
い
う
。
運
転

支
援
機
能
「
ス
マ
ー
ト
駐
車

補
助
シ
ス
テ
ム
」お
よ
び「
サ

ラ
ウ
ン
ド
ビ
ュ
ー
モ
ニ
タ

ー
」
は
駐
車
時
の
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
し
て
く
れ
そ
う
だ
。

価
格
は
７
７
６
万
８
３
０
０

円
。た

だ
、
現
代
は
日
本
国
内

に
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
持
た
な
い

た
め
、
５
月
か
ら
日
本
法
人

「
現
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ジ
ャ
パ

ン
」
が
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
お
よ

び
ア
プ
リ
を
通
じ
て
契
約
を

受
け
付
け
る
。
対
面
で
の
購

入
相
談
に
は
今
夏
、
横
浜
市

内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
直
営
拠

点
で
応
じ
る
。
納
車
は
７
月

か
ら
を
予
定
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

日
本
で
の
認
知
度
の
向
上
。

現
代
で
は
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・

エ
ー
系
の
カ
ー
シ
ェ
ア
サ
ー

ビ
ス
「
Ａ
ｎ
ｙ
ｃ
ａ
（
エ
ニ

カ
）
」
と
協
業
。
購
入
前
に

試
乗
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で

購
入
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え

だ
。
な
お
、
１９
日
か
ら
は
渋

谷
区
神
宮
前
の
「
原
宿
ｊ
ｉ

ｎ
ｇ
」で
も
展
示
会
を
行
う
。

現
代
自
動
車
は
２
０
１
３

年
、
世
界
で
初
め
て
Ｆ
Ｃ
Ｖ

量
産
に
成
功
。
こ
れ
ま
で
欧

州
や
米
国
で
確
た
る
販
売
実

績
を
持
つ
が
、
０１
年
に
進
出

し
た
日
本
は
最
も
厳
し
い
市

場
だ
っ
た
。
０９
年
に
大
部
分

の
事
業
を
整
理
し
て
撤
退
し

た
。
た
だ
し
、
日
本
で
の
Ｅ

Ｖ
販
売
台
数
は
２１
年
で
約
２１

万
台
と
新
車
販
売
の
１
％
に

満
た
ず
、
潜
在
的
な
成
長
市

場
と
し
て
み
て
い
る
。

２０１８年発売の燃料電池車「ネッソ」

白
頭
学
院
建
国
学
校
の
元

教
師
、
呉
景
萬
さ
ん
の
出
品

し
た
２
点
が
「
第
３１
回
全
日

本
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
絵
画
大
賞

展
」
（
主
催
�
同
実
行
委
員

会
、
産
経
新
聞
）
で
〈
写
実

表
現
部
門
〉
の
「
入
賞
（
佳

作
）」「
入
選
」を
果
た
し
た
。

両
作
品
と
も
ク
ー
デ
タ
ー

で
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
権
を
掌
握

し
た
軍
部
か
ら
弾
圧
さ
れ
る

反
対
派
の
姿
を
描
い
た
パ
ス

テ
ル
画
。

呉
さ
ん
は
「
無
機
的
な
抽

象
表
現
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
対
象
と
な
る
モ
デ
ル
か

ら
受
け
る
動
的
な
線
の
流
れ

と
手
描
き
の
感
覚
が
生
き
る

よ
う
に
画
面
構
成
に
腐
心
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。
筆
は

使
わ
ず
、
平
面
は
色
を
指
で

伸
ば
し
た
と
い
う
。

東
京
展
は
２１
日
ま
で
港
区

六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
展

示
室
１
Ｂ
で
。
大
阪
展
は
３

月
１
日
か
ら
６
日
ま
で
大
阪

市
立
美
術
館
地
下
展
覧
会

室
。
こ
の
後
、
地
方
展
と
し

て
岡
山
、
愛
媛
、
広
島
、
福

岡
、
宮
城
、
北
海
道
を
巡
回

す
る
。入
場
料
５
０
０
円（
高

校
生
以
上
）。

佳作「Ｍｙａｎｍａｒ―Ｘ」

「ｃｏｃｏｄｏｒ」日本現地法人のブース

「
第
９３
回
東
京
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ

ョ
ー
春
２
０
２
２
」
に
ア
ロ

マ
キ
ャ
ン
ド
ル
と
デ
ィ
フ
ュ

ー
ザ
ー
を
主
に
扱
う
韓
国
の

「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
」
か
ら

日
本
現
地
法
人
が
出
展
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
お
う
ち
時

間
が
増
え
る
な
か
、
癒
し
や

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を

求
め
る
人
た
ち
で
日
本
市
場

で
の
フ
レ
グ
ラ
ン
ス（
香
り
）

需
要
は
増
加
し
て
い
る
。

「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
」
は

２
年
前
、
日
本
に
上
陸
。
ネ

ッ
ト
と
卸
し
が
メ
ー
ン
。
知

名
度
は
い
ま
い
ち
で
も
、
価

格
の
差
別
化
で
２０
～
３０
代
の

女
性
を
中
心
に
支
持
を
広
げ

て
い
る
。
日
本
法
人
で
商
品

企
画
を
担
当
し
て
い
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
日
本
で

の
平
均
的
な
価
格
帯
は
３
０

０
０
～
４
０
０
０
円
。一
方
、

「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｄ
ｏ
ｒ
」
で
は

３
０
０
０
円
を
超
え
る
商
品

は
ま
れ
だ
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も

目
立
つ
と
い
う
。

香
り
は
フ
ロ
ー
ラ
ル
系
や

フ
ル
ー
ツ
系
が
メ
ー
ン
。
最

近
は
ブ
ラ
ッ
ク
チ
ェ
リ
ー
が

人
気
を
集
め
て
い
る
と
い

う
。
特
に
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

に
カ
ス
ミ
ソ
ウ
な
ど
の
プ
リ

ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
組
み
合

わ
せ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は

韓
国
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
だ

と
さ
れ
る
。

韓
国
グ
ル
メ
集
め

横
丁
型
ス
ポ
ッ
ト

東
京
・
新
大
久
保
に

東
京
・
新
宿
の
通
称
「
コ

リ
ア
ン
タ
ウ
ン
」
に
韓
国
料

理
の
専
門
店
が
そ
ろ
う
「
新

大
久
保
韓
国
横
丁
」
が
誕
生

し
た
。
運
営
主
体
の
Ｊ
Ｄ
Ｒ

Ｅ
Ｘ
に
よ
れ
ば
韓
国
出
身
の

料
理
長
が
取
り
仕
切
る
個
性

が
際
立
っ
た
店
ば
か
り
を
集

め
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
横
丁
型
ス
ポ
ッ

ト
は
繁
華
街
を
中
心
と
し
て

全
国
に
登
場
し
て
い
る
が
、

本
格
的
な
韓
国
料
理
や
韓
流

グ
ル
メ
だ
け
を
集
め
た
タ
イ

プ
は
珍
し
い
。

場
所
は
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー

ト
の
大
久
保
通
り
沿
い
。
１

階
は
全
長
６０
�
の
細
い
路
地

を
囲
う
よ
う
に
１０
店
舗
が
ひ

し
め
き
合
っ
て
い
る
。
韓
国

に
あ
る
昔
な
が
ら
の
パ
ワ
フ

ル
な
韓
国
市
場
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う
。
総
面
積
２
１

０
坪
。
合
わ
せ
て
４
５
０
席

の
大
型
施
設
だ
。

「
マ
ボ
豚
足
」
は
自
家
製

の
豚
足
が
売
り
。
６
時
間
か

け
漢
方
材
料
と
一
緒
に
じ
っ

く
り
煮
込
ん
だ
こ
だ
わ
り
の

１
品
だ
。
「
泡
泡
シ
ャ
ン
パ

ン
マ
ニ
ア
」
で
は
カ
リ
ッ
と

焼
か
れ
た
羽
付
き
の
餃
子
を

シ
ャ
ン
パ
ン
で
カ

ジ
ュ
ア
ル
に
味
わ

え
る
。
「
チ
キ
ン

屋
」
の
「
ヤ
ン
ニ

ョ
ム
チ
キ
ン
」
は

ビ
ー
ル
と
の
相
性

も
バ
ツ
グ
ン
。

新
宿
区
大
久
保

１
―
１９
―
１

セ

ン
ト
ラ
ル
大
久

保
。
１１
時
３０
分
～

２３
時
３０
分
。無
休
。

ＳＢＪ銀行調べ
（２月１５日現在）

１万円

１０８，３６６
ウォン

９９，０３４
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１０５，２５４
ウォン

１０２，１４５
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

�
話
し
て
み
よ
う
韓
国
語
�

学
習
者
掘
り
起
こ
し
て
２０
年

東
京
で
中
高
生
大
会
開
く

呉景萬さんの作品

２点が入賞・入選
「全日本アートサロン絵画大賞展」

コロナ禍のいやし

韓国から香り商品
東京インターナショナル・ギフト・ショー

オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

１２年ぶり日本再上陸

電動車２車種を投入

（２）２０２２年２月１６日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００６号
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あ
す
か
信
用
組
合
（
金
哲

也
理
事
長
）
は
８
日
、
東
京

韓
国
学
校（
呉
公
太
理
事
長
、

鄭
會
澤
校
長
）
に
奨
学
金
２

０
０
万
円
を
伝
達
し
た
。
在

日
同
胞
の
民
族
教
育
振
興
に

と
、
一
昨
年
か
ら
毎
年
、
支

援
を
続
け
て
い
る
。

金
理
事
長
に
代
わ
っ
て
支

援
金
を
持
参
し
た
尹
健
人
常

務
理
事
は
「
み
な
さ
ん
が
困

っ
て
い
る
と
き
こ
そ
、
微
力

な
が
ら
力
に
な
れ
れ
ば
」
と

述
べ
た
。

鄭
校
長
は
「
こ
の
よ
う
な

持
続
的
な
支
援
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
表
し
た
。

同
信
組
は
一
昨
年
４
月
の

非
常
事
態
宣
言
時
に
も
、
東

京
韓
国
学
校
の
児
童
・
生
徒

ら
に
当
時
は
ま
だ
入
手
困
難

だ
っ
た
マ
ス
ク
を
配
布
し
て

い
る
。

６０
人
送
り
出
す

建
国
高
校

【
大
阪
】
白
頭
学
院
建
国

高
等
学
校
は
１
月
３１
日
、
同

校
講
堂
か
ら
第
７２
期
生
６０
人

を
送
り
出
し
た
。
こ
れ
で
高

校
卒
業
生
は
合
わ
せ
て
４
９

８
６
人
を
数
え
た
。

李
鐘
建
校
長
は
祝
辞
で
、

Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
駆

使
し
た
来
る
べ
き
新
た
な
未

来
社
会
を
生
き
る
た
め
に
必

要
な
の
は
「
発
展
性
」
「
関

係
性
」「
複
眼
性
」「
当
事
者

性
」
の
４
つ
だ
と
し
て
、
卒

業
生
に
先
駆
的
役
割
を
果
た

す
よ
う
期
待
を
か
け
た
。

卒
業
生
の
中
か
ら
在
学
中

特
に
功
績
の
顕
著
だ
っ
た
生

徒
合
わ
せ
て
５
人
に
ソ
ウ
ル

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

真
言
宗
総
本
山
醍
醐
寺
、
堺

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
奨
学

金
が
贈
ら
れ
た
。

卒
業
生
の
主
な
進
路
は
延

世
大
学
、
同
志
社
大
学
、
立

命
館
大
学
な
ど
。

保
護
者
に
花
束

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
高
校

【
大
阪
】
大
阪
金
剛
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
高
等
学
校

は
５
日
、
第
６０
回
卒
業
式
を

同
校
体
育
館
で
縮
小
開
催
し

た
。
卒
業
生
は
合
わ
せ
て
２４

人
。
各
家
庭
か
ら
の
参
列
者

は
２
人
ま
で
と
し
、
在
校
生

も
生
徒
会
役
員
３
人
の
み
と

し
た
。

金
美
英
校
長
が
は
な
む
け

の
言
葉
を
贈
っ
た
の
に
対

し
、
卒
業
生
代
表
が
「
こ
れ

か
ら
は
ど
ん
な
困
難
に
ぶ
つ

か
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
乗

り
越
え
ら
れ
る
自
信
が
あ

る
」
と
答
辞
を
述
べ
た
。

こ
の
後
、
卒
業
生
は
一
人

ひ
と
り
が
各
保
護
者
に
「
サ

ラ
ン
ヘ
ヨ
」の
言
葉
を
贈
り
、

感
謝
の
花
を
手
渡
し
た
。

野
球
部
称
え
る

京
都
国
際
高
校

【
京
都
】
京
都
国
際
学
園

京
都
国
際
高
校
は
５
日
、
同

校
で
第
５７
回
卒
業
式
を
行
っ

た
。
来
賓
は
招
か
ず
、
理
事

会
と
執
行
部
の
ほ
か
は
生
徒

会
代
表
４
人
だ
け
の
簡
素
な

式
典
と
な
っ
た
。

卒
業
生
は「
進
学
コ
ー
ス
」

７
人
、
「
総
合
コ
ー
ス
」
か

ら
３２
人
の
計
３９
人
だ
っ
た
。

朴
慶
洙
校
長
は
昨
夏
の
甲
子

園
で
ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た

し
た
野
球
部
に
言
及
し
、「
学

校
や
同
胞
社
会
に
大
き
な
喜

び
を
も
た
ら
し
、
『
や
れ
ば

で
き
る
』
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
く
れ
た
」
と
そ
の
活
躍

を
称
え
た
。

卒
業
後
の
主
な
進
路
は
同

志
社
大
学
、関
西
外
語
大
学
、

建
国
大
学
、
ソ
ウ
ル
市
立
大

学
、阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
な
ど
。

李鐘建校長（右）とグータッチする卒業生

【
埼
玉
】
在
日
２
世
の
河
正
雄
さ
ん
（
８２
、
埼
玉
県
川
口
市
）
が
自
ら
蒐
集
し
た
在
日
同
胞
作
家
た
ち
の
作
品
を
中

心
と
す
る
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
韓
国
と
日
本
の
美
術
館
や
大
学
機
関
な
ど
に
寄
贈
を
続
け
、今
年
で
３０
年
を
迎
え
た
。

こ
れ
ま
で
の
寄
贈
は
１３
カ
所
で
１
万
２
０
０
０
点
余
り
に
の
ぼ
る
。
こ
の
ほ
か
、
近
く
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
地
元

の
川
口
市
立
美
術
館
に
も
「
埼
玉
在
住
６０
年
の
あ
か
し
」
と
し
て
準
備
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
最
後
の
仕
事
」
に
な
り

そ
う
だ
と
い
う
。

河
さ
ん
は
１
９
９
２
年
１１

月
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
１
部
、

在
日
６
作
家
の
２
１
２
点
を

開
館
し
て
か
ら
間
も
な
い
、

収
蔵
品
も
少
な
か
っ
た
光
州

市
立
美
術
館
に
寄
贈
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

河
さ
ん
の
両
親
の
故
郷
は

全
羅
南
道
霊
岩
郡
。
そ
し
て

光
州
は
民
主
化
を
願
う
多
く

の
人
々
が
軍
隊
に
よ
っ
て
弾

圧
さ
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

河
さ
ん
が
大
事
に
し
て
き
た

「
祈
り
の
美
術
」
が
犠
牲
者

の
鎮
魂
と
な
り
う
る
と
考
え

た
。第

１
次
伝
達
・
調
印
式
は

９３
年
に
行
わ
れ
た
。
以
降
、

７
次
に
わ
た
っ
て
寄
贈
し
た

総
点
数
は
美
術
作
品
が
２
６

０
３
点
、
美
術
図
書
類
が
１

１
８
８
点
に
及
ぶ
。

主
要
作
家
は
河
さ
ん
が
訪

れ
た
画
廊
で
心
を
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
自
身
最
初
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
な
っ
た
在
日
１
世
の

全
和
凰
氏
。同
じ
く
宋
英
玉
、

郭
仁
植
の
両
氏
。
解
放
後
の

世
代
で
は
郭
徳
俊
氏
や
「
も

の
派
」
と
し
て
い
ま
や
世
界

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
李
禹
煥
氏
な
ど
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
活
動
は
６０

年
前
か
ら
始
ま
っ
た
。
河
さ

ん
に
は
解
り
に
く
さ
ゆ
え
に

一
般
社
会
か
ら
は
敬
遠
さ

れ
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
ず
、

困
窮
し
て
い
る
在
日
同
胞
の

現
代
美
術
画
家
を
支
援
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
だ
一

人
趣
味
で
し
ま
い
込
む
の
を

良
し
と
せ
ず
、
美
術
館
を
は

じ
め
と
す
る
公
の
施
設
で
広

く
一
般
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う

こ
と
を
前
提
に
集
め
て
い
っ

た
。光

州
市
立
美
術
館
の
金
姫

娘
学
芸
室
長
は
「
在
日
韓
国

人
作
家
の
作
品
を
初
め
て
韓

国
側
に
広
く
認
識
さ
せ
た
」

と
河
さ
ん
の
功
績
を
称
え
て

い
る
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
当
初
、

５０
坪
の
「
記
念
室
」
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
が
、
１８
年
か
ら

は
２
０
０
坪
を
誇
る
道
知
事

の
元
官
舎
を
使
い
、
「
光
州

市
立
美
術
館
分
館
河
正
雄
美

術
館
」
と
し
て
独
立
し
た
。

現
在
、
「
河
正
雄
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ト
」
オ
ン
ラ

イ
ン
Ｖ
Ｒ
展
示
が
開
催
中
。

４
月
か
ら
は
さ
ら
に
大
が
か

り
な
企
画
展
が
始
ま
る
。

河正雄さん

大
阪
、
京
都
の
各
民
族
学
校
で
も
高
等
学
校
の
卒
業

式
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

防
止
等
重
点
措
置
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
来

賓
や
保
護
者
、
在
校
生
の
入
場
を
制
限
し
て
の
ひ
っ
そ

り
と
し
た
式
典
と
な
っ
た
。

奨学金を贈る尹健人常務理事（右）

「
光
州
市
立
美
術
館
分
館

河
正
雄
美
術
館
」

河
さ
ん
は
秋
田
県
田
沢
湖

町
育
ち
。
秋
田
県
立
工
業
高

校
で
は
美
術
部
を
つ
く
り
、

高
校
生
と
し
て
は
初
め
て
県

展
に
入
賞
し
た
。
し
か
し
、

家
庭
が
貧
乏
だ
っ
た
た
め
画

家
へ
の
道
を
あ
き
ら
め
た
。

一
方
、
事
業
家
と
し
て
成
功

す
る
と
、
「
絵
画
と
い
う
青

春
の
夢
」
に
少
し
で
も
近
づ

こ
う
と
絵
を
集
め
始
め
た
。

運
命
的
出
会
い
と
な
っ
た

の
は
東
京
・
新
宿
の
デ
パ
ー

ト
で
出
会
っ
た
全
和
凰
の
作

品
「
弥
勒
菩
薩
」
だ
っ
た
。

作
品
か
ら
に
じ
み
出
る
そ
こ

は
か
と
な
い「
祈
り
」か
ら
、

差
別
と
偏
見
に
さ
ら
さ
れ
、

虐
げ
ら
れ
て
き
た
在
日
の
葛

藤
、
苦
し
み
、
悩
み
を
思
い
、

そ
の
場
で
買
い
求
め
た
。
以

来
、
人
間
社
会
の
平
和
に
た

い
す
る
祈
り
、
人
の
心
の
平

安
、
安
寧
に
た
い
す
る
祈
り

を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
好

ん
で
蒐
集
す
る
。

田
沢
湖
周
辺
で
は
第
２
次

大
戦
中
、
水
力
発
電
所
建
設

な
ど
の
た
め
に
韓
半
島
や
中

国
か
ら
徴
用
さ
れ
て
き
た
人

た
ち
が
事
故
や
病
気
、寒
さ
、

栄
養
失
調
な
ど
で
犠
牲
と
な

っ
て
い
た
。
当
初
、
自
ら
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
生
か
し
て

犠
牲
と
な
っ
た
す
べ
て
の
無

縁
仏
を
ま
つ
る
「
祈
り
の
美

術
館
」
を
建
て
る
こ
と
を
思

い
描
い
て
い
た
。

田
沢
湖
町
側
も
乗
り
気
だ

っ
た
が
、「
経
済
上
の
理
由
」

で
い
つ
し
か
消
極
的
に
な
っ

た
。
当
時
、
日
本
の
戦
後
処

理
が
さ
か
ん
に
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
町
と
し
て
も
問

題
に
な
る
の
で
は
と
怖
気
づ

い
た
よ
う
だ
と
河
さ
ん
は
想

像
し
て
い
る
。

在
日
韓
国
人
貴
金
属
協
会

（
朴
泰
洙
会
長
、
東
京
・
台

東
区
東
上
野
２
―
１２
―
１

韓
貴
協
ビ
ル
２
階
）
が
今
年

４
月
末
日
を
メ
ド
に
現
在
の

事
業
所
ビ
ル
か
ら
移
転
す
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
朴
会
長

が
１０
日
、
明
ら
か
に
し
た
。

韓
貴
協
ビ
ル
は
会
員
数
３

０
０
人
近
く
を
誇
る
同
協
会

の
所
有
物
件
。
地
上
７
階
、

地
下
１
階
建
て
で
、
２
０
１

３
年
春
に
購
入
し
た
。
地
下

に
子
弟
の
た
め
の
韓
国
語
・

日
本
語
教
室
を
兼
ね
備
え
て

い
る
。
２
階
の
１
部
に
事
務

所
を
置
き
、
３
階
か
ら
上
は

テ
ナ
ン
ト
の
ワ
ン
ル
ー
ム

で
、
す
べ
て
会
員
が
入
居
し

て
い
る
。

建
立
当
初
か
ら
４０
～
５０
年

が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化

が
目
立
っ
て
き
た
と
い
う
。

朴
会
長
は
「
協
会
員
が
も
っ

と
便
利
に
使
え
る
よ
う
な
場

所
、
物
件
を
考
え
て
い
る
。

新
し
い
も
の
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。
移
転
先
と
な
る
新
規

物
件
は
２
、
３
棟
が
候
補
に

上
が
っ
て
お
り
、
常
任
理
事

ら
と
最
終
調
整
を
急
い
で
い

る
。韓

貴
協
ビ
ル
は
２５
日
か
ら

２７
日
ま
で
の
３
日
間
、
第
２０

代
大
統
領
選
挙
の
駐
日
韓
国

大
使
館
管
内
在
外
投
票
所
の

一
つ
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
売
却
が
完
了
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
が
最
後
の
投

票
所
と
な
る
。

在日韓国人貴金属協所有のビル

金美英校長（右）による卒業証書授与の様子

朴泰洙会長

花
束
を
手
に
す
る
京
都
国
際
高
校
の
卒
業
生
ら

【
岐
阜
】
在
日
同
胞
の
内

科
医
、
大
山
正
修（
金
正
修
）

さ
ん
（
「
世
界
ち
ゃ
ん
と
モ

ゲ
ル
丸
先
生
の
元
気
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
院
長
、
岐
阜
市
）

が
２
日
、民
団
岐
阜
本
部（
董

勝
正
団
長
）
と
民
団
三
重
本

部（
殷
慶
基
団
長
）に
対
し
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ
ト
各
１
０

０
本
を
寄
贈
し
た
。
寄
贈
式

は
民
団
岐
阜
本
部
会
館
で
行

わ
れ
、
殷
団
長
も
立
ち
会
っ

た
�
写
真
。

大
山
院
長
は
「
コ
ロ
ナ
感

染
が
急
増
し
、
検
査
も
な
か

な
か
受
け
ら
れ
な
い
状
況
の

な
か
、
少
し
で
も
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
董
団

長
は「
院
長
先
生
の
思
い
に
、

心
か
ら
う
れ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
。殷
団
長
も「
と

て
も
あ
り
が
た
い
。
団
員
の

た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
喜

ん
で
い
た
。

大
山
院
長
は
民
団
岐
阜
本

部
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
団

員
の
た
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

貢
献
し
て
き
た
。
当
日
は
、

民
団
岐
阜
本
部
の
黄
清
子
副

団
長
、
婦
人
会
三
重
本
部
の

尹
栄
子
会
長
も
同
席
し
た
。

在
日
同
胞
の
密
航

阻
止
取
り
締
ま
り

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
統
治
期

【
鳥
取
】
韓
半
島
と
日
本

の
歴
史
を
学
ぶ
市
民
に
広
く

開
か
れ
た
「
第
５７
回
在
日
講

座
」（
民
団
鳥
取
本
部
主
催
）

が
１
月
２９
日
、
鳥
取
市
内
の

同
本
部
会
館
で
あ
っ
た
。

テ
ー
マ
は
１
９
４
６
年
２

月
～
４８
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
統

治
期
の
朝
鮮
人
「
密
航
」
の

監
視
。
か
つ
て
県
庁
県
史
編

さ
ん
室
に
在
籍
し
、
現
在
は

地
域
史
研
究
者
と
し
て
活
躍

す
る
西
村
芳
将
さ
ん
が
報
告

し
た
�
写
真
。

当
時
、
山
陰
、
中
・
四
国

地
方
を
占
領
し
て
い
た
の
は

英
国
連
邦
占
領
軍
（
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｆ
）
。
主
要
任
務
の
一
つ
が

韓
半
島
か
ら
の
不
法
入
国
の

管
理
だ
っ
た
。
当
時
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
は
解
放
直
後
に
韓
半
島
に

帰
国
し
た
朝
鮮
人
が
食
糧
難

か
ら
日
本
に
戻
る
の
を
禁

じ
、
見
つ
け
れ
ば
密
航
者
と

し
て
扱
っ
た
。
西
村
さ
ん
は

「
食
べ
物
が
豊
富
で
朝
鮮
に

近
い
鳥
取
は
、
中
四
国
の
中

で
も
密
航
監
視
の
重
要
な
要

だ
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
は
闇
市
の
活
動
を
警

戒
す
る
日
本
政
府
が
朝
鮮
人

へ
の
監
視
を
強
化
し
た
た
め

だ
。
西
村
さ
ん
は
県
内
の
密

航
事
例
な
ど
を
示
し
、
執
よ

う
な
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ

た
実
態
を
ス
ラ
イ
ド
や
動
画

映
像
で
紹
介
し
た
。

「
在
日
講
座
」生
み
の
親
、

薛
幸
夫
同
本
部
常
任
顧
問
は

「
『
在
日
』
が
故
郷
を
目
指

す
再
渡
航
の
途
で
『
不
逞
鮮

人
』
や
『
半
島
人
』
と
呼
ば

れ
、
官
憲
に
補
捉
さ
れ
る
姿

は
胸
を
突
か
れ
た
」
と
嘆
息

交
じ
り
に
語
っ
た
。

さ
ら
に
戦
後
在
日
の
処
遇

に
言
及
し
た
研
究
者
、
テ
ッ

サ
・
モ
ー
リ
ス
ス
ズ
キ
氏
の

「
日
本
と
占
領
当
局
の
一
体

と
な
っ
た
共
同
作
業
…
…
そ

こ
に
は
国
籍
を
持
た
な
い
者

へ
の
人
権
の
視
点
が
な
い
」

と
の
言
葉
を
引
用
し
て
怒
り

を
に
じ
ま
せ
た
。

【
岐
阜
】
民
団
岐
阜
本
部

は
コ
ロ
ナ
禍
で
故
国
に
帰
れ

な
い
県
内
在
住
の
留
学
生
４

人
を
こ
の
ほ
ど
、
同
本
部
会

館
に
招
き
、
韓
国
食
品
や
マ

ス
ク
な
ど
を
贈
っ
た
�
写

真
。留
学
生
の
国
籍
は
中
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、ペ
ル
ー
と
様
々
。

「
と
て
も
う
れ
し
い
。
心
か

ら
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
」
と
喜
ん
で
い
た
。
董
団

長
は「
地
域
で
協
力
し
あ
い
、

多
文
化
共
生
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
」
と
述
べ
た
。

河
正
雄
さ
ん

コ
レ
ク
シ
�
ン
１
万
２
千
点
寄
贈

韓日美術の懸け橋３０年
光
州
市
皮
切
り
１３
カ
所

在
日
作
家
の
作
品
中
心
に

居
住
地
埼
玉
で
も
準
備

卒
業
式
、ひ
�
そ
り
と

来
賓
な
し
、
在
校
生
も
限
定
民族学校

あ
す
か
信
組
か
ら
奨
学
金

東
京
韓
学
に
３
年
連
続
伝
達

�
老老
朽朽
化化
�今今
月月
のの
在在
外外
投投
票票
をを
最最
後後
にに

在
日
韓
国
人
貴
金
属
協
会

事
業
所
ビ
ル
移
転
へ

岐
阜
市
の
在
日
同
胞
開
業
医

ＰＰＣＣＲＲ検検査査キキッットト 民民団団にに寄寄贈贈

闇市の活動を警戒

日本政府と一体で
民団鳥取「在日講座」報告

留学生に生活必需品寄贈

民団岐阜本部

１
世
同
胞
へ
鎮
魂
と
祈
り

第３００６号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２２年２月１６日（水曜日）（３）
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編
集
者
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
の
桃
井
の
り
こ
さ
ん
は
、

釜
山
へ
の
思
い
を
込
め
た
エ

ッ
セ
イ
『
釜
山
の
じ
か
ん
』

�
写
真
�
を
電
子
書
籍
で
発

行
し
た
。

本
書
は
、
１０
年
に
お
よ
ぶ

釜
山
で
の
体
験
を
綴
っ
た
体

感
記
『
釜
山
の
き
き
め
』『
釜

山
の
な
か
み
』（
電
子
書
籍
）

に
続
く
第
３
弾
と
な
る
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
紀
行
文

と
は
違
い
、
自
身
が
釜
山
で

過
し
た
時
間
に
感
じ
ら
れ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
海
の
橋
」「

大
の
ス
リ
ル
と

高
の
景

色
！
」「
フ
ー
ド
の
魔
法
」「
時

は
流
れ
て
も
、
あ
の
冷
麺
」

な
ど
興
味
深
い
タ
イ
ト
ル
が

並
ぶ
。

桃
井
さ
ん
は
「
日
記
の
よ

う
な
釜
山
エ
ッ
セ
イ
に
な
っ

て
い
る
。
文
章
内
に
ち
り
ば

め
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
キ

ー
ワ
ー
ド
を
と
っ
か
か
り
に

読
み
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
釜

山
の
何
か
を
感
じ
た
り
、
発

見
し
た
り
し
て
、
釜
山
の
魅

力
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
」

と
話
す
。

桃
井
さ
ん
は
、
２
０
０
９

年
６
月
、
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

『
釜
山
び
よ
り
』
を
創
刊
。

『
釜
山
の
じ
か
ん
』
は
ア

マ
ゾ
ン
に
て
電
子
書
籍
で
発

売
中
。
定
価
４
０
０
円
（
税

込
）。

大
阪
韓
国
文
化
院
（
北
区

中
崎
）
は
韓
国
漫
画
映
像
振

興
院
（
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
）

と
共
催
で
、
韓
国
漫
画
日
本

展
「
オ
ン
・
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー

ン
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ

ラ
イ
ン
に
よ
る
展
示
を
開
催

し
て
い
る
。

ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
は
、
韓

国
発
祥
の
電
子
コ
ミ
ッ
ク
の

一
種
。
同
展
で
は
、
「
梨
泰

院
ク
ラ
ス
」「
地
獄
」「
俺
だ

け
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な
件
」「
女

神
降
臨
」
「
ナ
ビ
レ
ラ
ラ
」

な
ど
の
人
気
ド
ラ
マ
や
映
画

の
原
作
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
作

品
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ

ラ
イ
ン
両
方
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
通
し
て
紹
介
す

る
。「

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
」
１１

日
か
ら
公
開
。
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ

ー
ン
の
原
作
と
ド
ラ
マ
、
映

画
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ル
チ

コ
ン
テ
ン
ツ
が
体
験
で
き

る
。「

オ
フ
ラ
イ
ン
展
示
」
１５

か
ら
３
月
１２
日
。
同
院
ミ
リ

ネ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ウ
ェ
ブ
ト

ゥ
ー
ン
・
フ
ォ
ー
ト
ゾ
ー
ン

（
等
身
大
パ
ネ
ル
な
ど
）
、

韓
国
漫
画
カ
フ
ェ
体
験
ゾ
ー

ン
な
ど
、
オ
フ
ラ
イ
ン
展
示

と
連
携
し
た
韓
国
漫
画
体
験

ス
ペ
ー
ス
を
開
設
し
て
い

る
。１９

日
は
休
館
。
問
い
合
わ

せ
は
同
院
（
０
６
・
６
２
９

２
・
８
７
６
０
）
、
詳
細
は

同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

先
月
２９
日
、
韓
国
文
化
院
（
東
京
・
新
宿
区
）
で
開
催
さ
れ
た
オ
フ
ラ
イ
ン
お
正
月
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
韓
国
絵

本
de
絵
本
セ
ラ
ピ
ー
」
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
た
金
ボ
ナ
さ
ん
（
４３
）
は
、
２
０
０
５
年
に
来
日
、
１５
年
に
絵
本

セ
ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
試
験
に
合
格
し
、
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
同
院
を
は
じ
め
、
民
団
や
地
域
の
図
書
館
な

ど
で
活
動
し
て
き
た
。
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
は
「
絵
本
を
通
し
て
自
分
を
見
つ
め
直
す
場
を
作
る
人
」
と
話
す
。

同
イ
ベ
ン
ト
の
冒
頭
、「
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
を
見
つ
め

る
大
人
の
た
め
の
触
れ
合
い

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
」

と
参
加
者
６
人
に
呼
び
か
け

た
。こ

の
日
、
持
参
し
た
の
は

ソ
ル
ラ
ル
（
旧
正
月
）
関
連

な
ど
の
韓
国
絵
本
４
冊
。
絵

本
を
紹
介
し
な
が
ら
「
昔
は

自
分
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が

好
き
だ
っ
た
と
い
う
の
を
書

い
て
く
だ
さ
い
」
「
大
人
に

な
っ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
っ

た
質
問
を
投
げ
か
け
た
。
６

人
は
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、

昔
自
分
が
好
き
だ
っ
た
と
こ

ろ
を
発
表
し
た
。

ソ
ウ
ル
出
身
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
韓
国
戦
争
前
に
夫

と
日
本
に
留
学
し
た
祖
母
か

ら
聞
い
て
い
た
日
本
に
憧
れ

た
と
い
う
。
そ
の
憧
れ
が
強

く
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
大

衆
文
化
が
開
放
さ
れ
た
９０
年

代
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
ド

ラ
マ
、
村
上
春
樹
な
ど
の
小

説
に
触
れ
て
か
ら
だ
。一
度
、

日
本
で
暮
ら
し
て
み
た
か
っ

た
金
さ
ん
は
結
婚
後
、
夫
と

来
日
し
た
。

長
女
が
誕
生
し
て
か
ら
韓

国
で
３
年
間
、
幼
稚
園
で
働

い
た
経
験
を
生
か
し
て
駐
在

員
の
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
２
年
間
続
け

た
。
そ
の
後
、
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
り
、
駐
在
員
ら
一

家
は
帰
国
す
る
。
金
さ
ん
夫

婦
も
迷
っ
た
が
「
日
本
で
何

か
を
勉
強
で
き
ず
に
帰
っ
た

ら
私
た
ち
が
来
た
意
味
が
な

い
」
と
帰
国
は
見
送
っ
た
。

絵
本
の
仕
事
は
好
き
だ
っ

た
。
次
に
何
を
や
る
か
考
え

る
が
「
そ
の
時
は
何
も
で
き

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
い
た
」
。
不
安
な
日
々
の

中
で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
絵
本

の
こ
と
ば
か
り
。

当
時
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
つ
け
た
絵
本
セ
ラ
ピ
ス

ト
の
講
座
に
２
０
１
１
年
か

ら
１
年
間
、毎
月
参
加
し
た
。

そ
こ
で
大
人
が
絵
本
の
話
で

盛
り
上
が
る
こ
と
を
知
り
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
質
問
を
受
け

て
、
初
め
て
自
分
に
関
し
て

考
え
た
と
話
す
。
「
新
し
い

自
分
を
発
見
す
る
体
験
が
重

な
っ
た
。
周
り
に
い
る
韓
国

人
や
外
国
人
に
向
け
て
絵
本

で
何
か
を
や
り
た
い
な
と
思

っ
た
」

�上
先
日
２９
日
に
韓
国

文
化
院
で
行
わ
れ
た

絵
本
セ
ラ
ピ
ー
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
風
景

�右
使
用
し
た
絵
本

１５
年
、
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト

協
会
の
認
定
試
験
に
合
格

し
、
本
格
的
に
活
動
を
始
め

た
。
絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
ま

だ
い
な
い
韓
国
で
講
座
を
開

い
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ま

で
同
協
会
の
岡
田
達
信
代
表

と
共
著
の
『
絵
本
は
心
の
処

方
箋
』を
は
じ
め
、韓
国
絵
本

６
冊
の
翻
訳
を
手
が
け
た
。

昨
年
１１
月
、
作
家
、
き
く

ち
ち
き
さ
ん
の
絵
本
を
翻
訳

し
た
縁
で
、
き
く
ち
さ
ん
と

韓
国
の
読
者
４５
人
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
つ
な
ぐ
ブ
ッ
ク
ト
ー

ク
を
実
施
し
た
。
通
訳
を
担

っ
た
金
さ
ん
は
「
こ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
思
っ

た
。
今
度
は
韓
国
の
作
家
を

日
本
の
読
者
に
つ
な
げ
た

い
」
と
夢
を
語
る
。

手
元
に
あ
る
絵
本
の
中
で

「
私
の
一
冊
」
に
選
ん
だ
の

が
、「
Ｌ
ｉ
Ｆ
ｅ（
ラ
イ
フ
）」

（
く
す
の
き
し
げ
の
り
・
作
、

松
本
春
野
・
絵
）
だ
。
誰
も

い
な
い
店
に
人
が
や
っ
て
き

て
、
不
要
に
な
っ
た
思
い
出

の
品
物
を
交
換
し
て
持
ち
帰

る
と
い
う
物
語
。

「
一
方
的
に
絵
本
を
紹
介

す
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
た
こ
と
を

分
か
ち
合
っ
て
、
自
分
が
好

き
な
も
の
を
持
ち
帰
っ
て
ほ

し
い
」
。
自
身
が
絵
本
セ
ラ

ピ
ー
を
行
う
場
所
が
、
本
書

に
登
場
す
る
店
の
よ
う
に
な

っ
た
ら
い
い
と
思
え
た
１
冊

だ
。セ

ラ
ピ
ス
ト
に
な
る
前
は

積
極
的
で
は
な
か
っ
た
が
、

現
在
の
仕
事
に
就
い
て
「
な

ん
で
も
で
き
る
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
」
。
新
し
い
絵

本
を
発
見
し
た
ら
何
度
も
読

ん
で
、
好
き
に
な
っ
た
ら
紹

介
す
る
と
い
う
。
「
絵
本
は

全
部
買
う
の
で
、
午
前
中
は

一
生
懸
命
、
保
育
園
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
た
。

活
用
に
特
化
し
た
学
習
書

韓
国
語
の
動
詞
と
形
容
詞

の
活
用
形
に
特
化
し
た
チ
ョ

・
ヒ
チ
ョ
ル
、
チ
ョ
ン
・
ソ

ヒ
著
『
韓
国
語
活
用
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
が
、
駿
河
台
出
版

社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
、
使
用
頻
度
の
高

い
動
詞
８０
項
目
、
形
容
詞
４０

項
目
を
収
録
。
各
項
目
の
見

出
し
語
ご
と
に
「
へ
ヨ
体
」

（
日
常
的
に
使
わ
れ
る
丁
寧

な
語
尾
）
と
「
ハ
ム
ニ
ダ
体
」

（
目
上
の
人
に
使
う
丁
寧
な

語
尾
）
の
用
例
を
紹
介
し
て

い
る
。

さ
ら
に
「
活
用
情
報
」
で

は
、
願
望
や
命
令
・
疑
問
、

現
在
・
未
来
系
な
ど
３
つ
の

活
用
形
の
表
現
を
学
べ
る
ほ

か
、
活
用
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
入
れ
替
え
練
習
も
で
き

る
。コ

ラ
ム
で
は
、
言
葉
の
背

景
を
成
し
て
い
る
韓
国
語
や

韓
国
文
化
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
る
の
で
参
考
に
し

た
い
。
そ
の
他
、
１０
課
ご
と

に
も
う
け
た「
ま
と
め
練
習
」

で
は
、
こ
れ
ま
で
見
つ
け
た

語
彙
や
活
用
を
再
確
認
で
き

る
。定

価
２
７
５
０
円
（
税
込

み
）
。
駿
河
台
出
版
社
（
０

３
・
３
２
９
１
・
１
６
７
６
）。

日
韓
高
校
生
コ
ン
サ
ー
ト

の
出
演
者
ら
が
韓
国
の
歌
を

披
露
す
る
音
楽
会
「
河
を
超

え
春
が
来
る
よ
う
に
」（「
響

け
よ
歌
声
」
実
行
委
員
会
主

催
）
が
３
月
２７
日
、
習
志
野

市
民
ホ
ー
ル
（
千
葉
）
で
開

か
れ
る
。

出
演
者
は
、
２
０
１
９
年

８
月
に
千
葉
と
習
志
野
で
開

催
し
た
「
日
韓
高
校
生
コ
ン

サ
ー
ト
」
の
ス
テ
ー
ジ
に
立

っ
た
日
本
の
元
高
校
生
た

ち
。
県
立
津
田
沼
高
校
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
部
、
合
唱
部
の
生

徒
た
ち
も
舞
台
に
立
つ
。

２
０
１
７
年
か
ら
３
年
続

い
た
日
韓
高
校
生
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
２
年
間
中
止
と
な
っ
た

が
、
広
が
り
始
め
た
韓
日
の

響
き
を
消
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
計
画
に
至
っ
た
。

演
奏
曲
目
は
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る
「
河
を
超
え
春

が
来
る
よ
う
に
」
「
鳥
打
令

（
セ
タ
リ
ョ
ン
）」、
歌
と
フ

ル
ー
ト
の
た
め
の
「
韓
国
童

謡
メ
ド
レ
ー
」
、
女
声
二
部

合
唱
「
ア
リ
ラ
ン
」
ほ
か
。

１４
時
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト
１

０
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
・

チ
ケ
ッ
ト
申
し
込
み
は
実
行

委
員
会
事
務
局
（
０
９
０
・

３
８
０
８
・
４
１
６
３
）。

�
自自
分分
をを
見見
つつ
めめ
直直
すす
場場
をを
提提
供供
�

韓
国
漫
画�
ウ
ェ
ブ
ト
ゥ
ー
ン
�展
示

大
阪
韓
国

文

化

院

オ
ン
・
オ
フ
両
ラ
イ
ン
で

新刊紹介

日韓高校生コンサート

日本側出演者らが

３年ぶりに舞台に

来月、千葉・習志野で

韓
国
絵
本
を
翻
訳
し
紹
介

来
日
後
、資
格
取
り
活
動

金 ボ ナ さ ん

絵絵本本セセララピピーーはは�心心のの処処方方箋箋�釜
山
エ
�
セ
イ

第
３
弾

桜
井
の
り
こ
さ
ん

電
子
書
籍
で
発
行

（４）２０２２年２月１６日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第３００６号


